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1．上部旧石器時代
1.1．�上部旧石器時代初期�
（Initial�Upper�Paleolithic）：5万〜3万 5千年前

　本稿が概説する研究の位置づけを明らかにするため
に、各時期の考古記録の特徴や年代を表 1 と図 1 にま
とめた。図 1 は古人類の脳容量変遷と海洋酸素同位体
比変動も示している。
　上部旧石器時代のはじまりは、ネアンデルタール人
の消滅やホモ・サピエンスのユーラシア広域拡散とい
う人類進化史の画期に対応すると考えられている。筆
者はこの観点から上部旧石器時代初期（IUP）あるい
はエミラン（Emiran）の石器技術や年代、装飾品、
通時変化、起源問題などについて何度か解説を行って
おり、近年の研究動向の大部分はそちらで参照できる

（門脇 2015, 2016, 2017a, 2017b, 2020a, 2020b）。ここ

ではその概要を述べる。
　この時期は「中部〜上部旧石器移行期」とも呼ばれ
ており、両時期の石器技術の要素が見られる。例え
ば、中部旧石器のルヴァロワ石核に似た石核が多く、
形態的にルヴァロワ尖頭器やルヴァロワ石刃に分類で
きる石器も少なくない（図 2）。一方で、上部旧石器
に典型的な円錐・円柱状の石核も多く、それらから剥
離された石刃が増加する。また、二次加工された石器
は、上部旧石器に典型的な端削器（end scraper）や
彫刻刀形石器（burin）が特徴的である。
　しかし現在は「中部〜上部旧石器移行期」という用
語があまり使われなくなった。その理由の 1 つとし
て、この時期は少なくとも 1 万年間存続し、石器群な
どの多様性が明確になってきたからである。つまり、
単なる「過渡期」として済ませるべきでなく、この時
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期自体の歴史的意義がより強く認められたのである。
現在、この時期は上部旧石器のはじまりとして位置づ
けられるという解釈から「上部旧石器初期（IUP）」
と い う 呼 称 が 広 ま っ て い る（Kuhn and Zwyns 
2014）。中部旧石器と上部旧石器のどちらに位置づけ
るかの判断を保留する立場では、エミランという文化
名が用いられている（Shea 2013）。ここでは IUP の
呼称を用いる。
　IUP の変異としては、南レヴァント内陸部、北レ
ヴァント海岸部、そして北レヴァント内陸部の 3 地域

の違いが認められる（図 3）（Goring-Morris and 
Belfer-Cohen 2020）。南レヴァントはエミレー尖頭
器（Emireh point）に特徴づけられるが、北レヴァ
ント海岸部でもエミレー尖頭器が若干発見されている

（Copeland 2000; Nishiaki 2018）。一方、北レヴァン
ト 海 岸 部 を 特 徴 づ け る 石 器 が シ ャ ン フ ラ ン

（Chanfrein）である。北レヴァント内陸部にはエミ
レー尖頭器もシャンフランもないが、ウンム・エル・
トレル尖頭器（Umm el-Tlel point）が特徴である。
　この 3 地域グループの内、北レヴァント内陸部は年

表 1　 主にレヴァント地方における上部〜続旧石器時代の考古記録から推測される技術や行動。 
文化期を特徴づける内容や変化を記している。kya は千年前を意味する単位
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代がやや新しいので（40 kya 以降）、通時的変異も示
しているかもしれない。一方、南レヴァントと北レ
ヴァント海岸部については、それぞれの中で通時変化
がある（Leder 2014, 2018）。その指標となるのが、
南 レ ヴ ァ ン ト の ボ ー カ ー・ タ ク チ ト（Boker 
Tachtit）遺跡と北レヴァント海岸部のクサール・ア
キル（Ksar Akil）岩陰の層位別資料である。具体的
には、それぞれの遺跡の IUP 最下層では対方向の石
核剥離が比較的多いが、上層では単方向剥離が増加す
る。この点は南北両地域で同じ変化パターンを示す
が、北部ではその後（クサール・アキル遺跡 XXI 層
以降）、対方向の剥離が再び増加する。この違いは、
IUP に後続するアハマリアン（Ahmarian）石器群の
地域差に続いていく（Kadowaki et al. 2019b）。
　IUP における石器以外の物質文化の特徴は、貝殻
ビーズの増加である（Stiner et al. 2013）。直前の中
部旧石器時代後期（LMP）では全く見つかっていな
いのと対照的であるが、出土した遺跡は地中海岸に近
いクサール・アキル岩陰とウチュアウズル（Üçağızlı）
洞窟に限られる。また、骨器の出現も LMP との違い
である。先端を尖らせた骨器がウチュアズル洞窟から
報告されている（Kuhn et al. 2009）。尖る先端は削
りと若干の研磨によって加工されているが、反対側の
基端部は未加工なので、狩猟用の尖頭器ではなく錐な
ど工芸用の道具と解釈されている。

　IUP の狩猟活動に関する情報は少ない。ウチュア
ウズル洞窟では、主にダマジカ、ヤギ、ノロジカが狩
猟されていた。イノシシやアカシカ、オーロクスも利
用されたが数は少ない。近隣の中部旧石器時代の遺跡
に比べて、ウサギやリス、鳥などの小型動物の利用が
増加したのが特徴である（Kuhn et al. 2009）。
　IUP の狩猟採集民がどのような移動生活を送って
いたかについてもよくわかっていない。希少な記録と
して、ウチュアズル遺跡では IUP〜アハマリアン初
頭の地層（C 層以下）において遺物の密度が低く、
炉 跡 が 小 さ く て ま ば ら と い わ れ て い る（Kuhn 
2004）。また、中〜大型獣の比率が高くて小型動物の
利用は少ない。さらに産地が遠い石材を用いて作られ
た石器素材（blank）や二次加工石器が個人装備とし
て持ち込まれている。こうした状況から、移動頻度が
多く短期のキャンプだったと推定されている。
　 筆 者 は 南 ヨ ル ダ ン で ワ デ ィ・ ア ガ ル（Wadi 
Aghar）岩陰という IUP の遺跡を調査したが、その
主体となる遺物包含層は薄く（約 30 cm）、遺物密度
は低かった。また、炉跡も検出されなかった。石器の
使用痕分析は、動物の皮の加工といった限られた内容
の活動を示した（Kadowaki et al. 2019b）。この遺
跡も短期キャンプと考えられる。
　ワディ・アガル遺跡の近隣にはトール・ファワズ

（Tor Fawaz）岩陰というもう 1 つの IUP 遺跡があ

図 1　 A）レヴァント地方の旧石器時代文化期の存続年代、B）古人類の脳容積の通時
変化（リーバーマン　2015 から作図）、C）海洋酸素同位体比と古地磁気の変動

（数字は海洋酸素同位体ステージ）（Lisiecki and Raymo 2005 から作図）
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1.2．�上部旧石器時代前期〜後期�
（Early-Late�Upper�Paleolithic）：4万 7千〜2万 4千年前

　上部旧石器時代前期（EUP）と後期（LUP）とい
う区分はレヴァントの旧石器研究であまり用いられな
いが、編年上の位置づけを分かりやすくするためにこ
こで用いる。実際は石器インダストリーが文化編年の
単 位 と し て 用 い ら れ る こ と が 多 い（Kadowaki 
2013）。本稿の EUP はアハマリアンとレヴァント地
方オーリナシアン（Levantine Aurignacian）を含む
ものとする（図 5）。LUP は、アトリティアン（Atlitian）
やアルコヴ・ディヴション（Arqov/Divshon）など
のインダストリーに対応する（Belfer-Cohen and 
Goring-Morris 2014）。
　これら全ての石器インダストリーに共通する特徴
は、小石刃の製作である。IUP に比べて小石刃の数
が増えるだけでなく、基端部の頭部調整が入念に行わ
れ、小さな打面の小石刃が製作された。この技術的特
徴はソフトハンマーの使用を示唆する。小石刃を素材
にしたエル・ワド尖頭器（el-Wad point）はアハマ
リアンの示準器種である。一方、端削器や彫刻刀形石
器などの器種は IUP と同様に広く見られる（図 6）。
　EUP で一番古く出現したインダストリーはアハマ
リアンである。その石器技術は IUP からの連続的変

る（Kadowaki et al. 2019a）。この遺跡では大量の
石器が発見されており、その分布密度はとても高い

（図 2）。ただ、大部分の堆積物は二次的な可能性が高
いので、居住強度の査定は難しい。しかし、石核を含
む大量の石器は、そこで行われた石器製作の多さを示
す。ワディ・アガル岩陰とトール・ファワズ岩陰は同
じ IUP の遺跡だが、活動内容や居住強度が異なる可
能性があり、IUP の居住システムの一端を示すこと
ができるかもしれない。
　また、両遺跡からは紅海産と地中海産の貝殻が数点
出土した（図 4）。紅海からは 55 km、地中海からは
185 km の距離を超えて運ばれてきたものである（門
脇 2020a）。貝殻のサイズや移動距離を考えると食料
ではなく、貝殻を何らかの目的で入手したと考えられ
る。穿孔や顔料の痕跡はないが、後の時代にビーズに
使用された種類の貝殻なので、そうした象徴的な遺物
と解釈している。長距離移動によって直接獲得したの
か、それとも海に近い集団から間接的に入手したのか
は分からないが、後にレヴァントで発達する貝殻ビー
ズ流通の前兆と思われる。

図 3　 本稿で言及される上部旧石器時代初期（IUP）の遺
跡。石器器種や製作技術が地域ごとに異なる傾向が
ある。そうした地域グループの 3 つ（南レヴァント
内陸部、北レヴァント海岸部、北レヴァント内陸
部）の位置を示す

図 2　 上部旧石器時代初期（IUP）の石器（トランスヨル
ダン南部のトール・ファワズ遺跡出土）。中部旧石
的なルヴァロワ尖頭器（1 と 2）に上部旧石器的な
端削器（3 と 4）や彫刻刀形石器（5 と 6）が伴うの
が特徴である。剥離痕と剥離方向を示している
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化により出現したと理解されている。これまで「前期
アハマリアン」と呼ばれてきたが、「前期」を取って

「アハマリアン」と呼ぶべきであると最近提案された
（Goring-Morris and Belfer-Cohen 2018）。 以 前 は
「後期アハマリアン」としていた石器群には細石器が
含まれるので、続旧石器時代に含めて Masraqan

（マスラカン）として区別すべきと考えられたからで
ある。この新しい案を本稿は採用する。
　筆者はアハマリアン石器群の多様性を調べたことが
あ り、 そ の 結 果、 南 方 ア ハ マ リ ア ン（southern 
Ahmarian）、 北 方 ア ハ マ リ ア ン（northern 
Ahmarian）、KA4 グループの主に 3 グループを区別
した（図 5: Kadowaki et al. 2015）。これらは先述し
た IUP の 3 地域グループにおよそ対応しており、こ
の点も IUP からアハマリアンへの連続性を示す。ま
た、これらの変異は時間差も含んでいるかもしれな
い。というのも、レヴァント海岸部に位置するケバラ

（Kebara）洞窟とマノット（Manot）洞窟で出土し
た北方アハマリアン石器群は、47-46 kya に出現した
と報告されているからである（Rebollo et al. 2011； 
Alex et al. 2017）。内陸部に分布する他の 2 グループ

（南方アハマリアンと KA4 グループ）の出現年代は
40 kya 頃であり、それより前の年代は IUP 石器群が
位置づけられている（Boëda et al. 2015; Kadowaki 
2018; Kadowaki et al. 2019b）。この年代データが正
しければ、海岸部におけるアハマリアンの出現は内陸
部より最大で 7 千年先行し、内陸部の IUP と同時期
だったことになる。興味深いことに、最古のアハマリ
アンを出土したケバラ遺跡とマノット遺跡には IUP
の痕跡がない。
　IUP とアハマリアンが同時存在したかもしれない
45-40 kya 頃に、IUP とアハマリアンの技術形態特徴
を合わせ持つ石器群がある。ヨルダン渓谷付近に位置
するムグル・エル・ハママー（Mughr el-Hamamah、

略して MHM）洞窟である（Stutz et al. 2015; Stutz 
and Stutz 2017）。小石刃がたくさん製作され、アハ
マリアンの一変異と位置づけられたが、典型的なエ
ル・ワド尖頭器はなく、ルヴァロワ尖頭器やウンム・
エル・トレル尖頭器など IUP 的な尖頭器が伴ってい
る（Shea et al. 2019）。MHM 遺跡を調査した A. J. 
ストゥッツ（Stutz 2020）は、IUP とアハマリアンが
共存した可能性を考慮し、生態環境や人口密度、移動
性の地理的違いによって多様な石器技術が採用された
のだろうと説明している。また、同時期にヨーロッパ
でも IUP や様々な移行期インダストリーが出現した
ことと類似する現象だと指摘した。ただ、石器技術が
多様化した要因が西アジアとヨーロッパで共通してい
たかどうかは分からない。
　アハマリアンに類似する小石刃技術は周辺地域にも
広く分布した。ザグロス地方とコーカサス地方では
42-36 kya 頃 に 小 石 刃 石 器 群 が 出 現 し た

（Golovanova and Doronichev 2012; Ghasidian et 
al. 2019）。レヴァントとの大きな違いは IUP が見つ
かっていないことであり、小石刃技術はレヴァント起
源の可能性が高いと考えられている。ヨーロッパのプ
ロトオーリナシアンもアハマリアンとの類似性が指摘
されており、新人集団に伴ってレヴァントから拡散し

図 5　 本稿で言及される上部旧石器時代前期（EUP）の遺
跡。○北方アハマリアン、●南方アハマリアン、▲
KA4 グループ、◆レヴァント地方オーリナシアン

図 4　 紅海からワディ・アガル遺跡まで 55 km の距離を運
ばれた貝殻。1：Canarium fusiforme（ツムガタ
ソデ）、2：Canarium cf. mutabile（ムカシタモ
ト類）。IUP 期における遠距離物資の流通を示す
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たと考えられている（Hublin 2015）。しかし、現状
の記録ではヨーロッパで独自に発生した可能性もある
ことを筆者は提案した（Kadowaki et al. 2015）。
　その反対にヨーロッパからレヴァント地方に拡散し
たと考えられているのがレヴァント地方オーリナシア
ン で あ る（Belfer-Cohen and Goring-Morris 
2014）。ケバラ洞窟やハヨニム（Hayonim）洞窟、マ
ノット洞窟、クサール・アキル岩陰などから、ヨー
ロッパのオーリナシアンと共通する竜骨状石器

（carinated tool）や鹿角製尖頭器が出土している。
この主張は何十年も前からあるが、最近は装飾品の分
析が進展した。例えば、オーリナシアンに特徴的な歯
牙製ペンダントの素材にはオスのアカシカの犬歯が素
材として主に選ばれたことが示された（Tejero et al. 
in press）。旧石器時代以降のヨーロッパでもアカシ
カの歯はペンダントの素材として頻繁に用いられてい
る。 ま た 貝 殻 ビ ー ズ に 関 し て は、Columbella 
rustica や Tritia gibbosula の利用を特徴とするア
ハマリアンに対して、ツノガイ類が混じるのがオーリ
ナシアンの特徴と指摘された（Bar-Yosef Mayer 
2019）。また、ケバラ洞窟とマノット洞窟から出土し
た貝殻ビーズの一部は、地中海のヨーロッパ側に分布
する貝を素材にした可能性があるという。一方、ハヨ
ニム洞窟から出土したガゼルの肩甲骨の刻み目模様
は、レヴァント地方に独自の象徴品といわれている

（Tejero et al. 2018）。
　IUP に増加した貝殻ビーズは EUP 以降になると内
陸部にも流通するようになった（Kadowaki et al. 
2019a）。その他の遠距離物資の流通の記録として
は、ヤブルド（Yabrud）Ⅱ岩陰 4 層の削器の素材で
ある黒曜石が 700 km 以上離れた中央アナトリア産と
同定された（Frahm and Hauck 2017）。コーカサス
地方の幾つかの EUP 遺跡でも、数百 km 離れた産地

の 黒 曜 石 が も ち こ ま れ た と 報 告 さ れ て い る
（Golovanova and Doronichev 2012）。
　狩猟対象はガゼルやダマシカ、ヤギなどの中〜小型
有蹄類が主体である。ウチュアウズル洞窟では、IUP
に比べて大型有蹄類（オーロクスやアカシカ）の比率
が 低 下 し た 傾 向 が 認 め ら れ て い る（Kuhn et al. 
2009）。ケバラ洞窟では、LMP に進行していた低ラン
ク資源の利用増加（ガゼルの幼獣など）がアハマリア
ンでさらに進んだ状況が示されている（Speth 2004; 
門脇 2021: 図 9）。マノット洞窟では、アハマリアン
に比べてオーリナシアンで小型動物（ガゼルや鳥類）
の利用が増加した（Yeshurun et al. in press）。
　南方アハマリアンの遺跡は規模が小さく空間構造も
単純である。また、遺跡間の石器組成が似ていること
などから、移動性が高い循環型の居住システムだった
と考えられている（Richter et al. 2020）。一方、北
方アハマリアン石器群が出土したウチュアウズル洞窟
B 層では、IUP を含む C 層以下に比べて遺物密度や
炉跡が増加し、石列も構築された。また小型動物の資
源利用が増加し狩猟圧が高まったと解釈されている

（Kuhn et al. 2009）。さらに遠隔産の石材が大量に遺
跡に持ち込まれるようになった。こうした状況から、
居住人数や居住強度が増加したと推測されている

（Kuhn 2004）。マノット洞窟では、アハマリアンに比
べてオーリナシアンの文化層は遺物の密度や埋没速度
が高く、小型動物の利用が増加した点から、居住強度
や人口が高まったと考えられている（Yeshurun et 
al. in press）。このように、EUP 以降の居住システ
ムは多様だったと考えられるが、通時的や地理的パ
ターンの解明は今後の課題である。

2．続旧石器時代
2.1．�続旧石器時代前期〜中期�

（Early-Middle�Epipaleolithic）：2万4千〜1万5千年前
　続旧石器時代は西アジアに特徴的な時代区分であ
り、他の地域では上部（あるいは後期）旧石器時代に
含まれる。続旧石器時代の石器技術は、急角度二次加
工（backing）によって成形された様々な形態の細石
器の増加によって特徴づけられる（邦文概説は西秋 
1997; 門脇 2013b）。細石器の形態や製作技術によっ
て石器インダストリーが定義され、それが編年の単位
に な っ て い る（Maher et al. 2012; Garrard and 
Byrd eds. 2013; Belfer-Cohen and Goring-Morris 
2014）。
　続旧石器時代前期の石器インダストリーは、マスラ
カン（Masraqan）、ネベキアン（Nebekian）、ケバ
ラン（Kebaran）、カルハン（Qalkhan）、ニッザナ
ン（Nizzanan）である。中期のインダストリーとし

図 6　 上部旧石器時代前期アハマリアンの石器（トランスヨ
ルダン南部のトール・ハマル遺跡出土）。1：小石刃製
のエル・ワド尖頭器、2：端削器、3：彫刻刀形石器
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て、 ジ オ メ ト リ ッ ク・ ケ バ ラ ン（Geometric 
Kebaran）とムシャビアン（Mushabian）、ハラナ
ン（Kharanan）がある（図 7）。これらのインダス
トリーは全て南レヴァントの石器群を示準として定義
され、北レヴァントの細石器石器群はこれに対比され
て編年が行われている。筆者は、ユーフラテス河中流
域で発見したワディ・ハラール（Wadi Kharar）遺
跡群の 16K 遺跡と 16AT' 遺跡（図 8）から出土した
細石器石器群を報告し、北レヴァント内陸部の続旧石
器前期〜中期の石器群が南レヴァントの石器インダス
ト リ ー と ど の よ う に 対 比 す る か を 整 理 し た

（Kadowaki and Nishiaki 2016）。
　南レヴァントでは、ヨルダン渓谷東側（トランスヨ
ルダン）における続旧石器時代前期〜中期の特徴が明
らかになった。その代表が、アズラク（Azraq）盆地
の大型遺跡であるハラネ IV（Kharaneh IV）とジ
ラット 6（Jilat 6）である。これらの遺跡の調査は
1980 年代から行われていたが、2008 年からハラネ IV
遺跡の再発掘が行われ、その様々な成果が最近発表さ
れ た（ ま と め は Maher et al. 2016; Maher 2017; 
Maher and Macdonald 2020 を参照）。ハラネ IV は
2 ha を超える面積に広がり、周囲よりも 2 m 盛り上
がる堆積のすべてが文化層であるため、旧石器時代の
テルと呼べる。当時の狩猟採集集団の幾つかが集住し
た遺跡（aggregation site）と従来から想定されてい
たが、その証拠が示された。
　ハラネ IV 遺跡の居住年代は 19.8-18.6 kya の 1200
年間ほどであり、続旧石器時代前期と中期に相当する
主に 2 つの居住期が同定されている（Maher et al. 
2016）。前期では 3 つの住居址が発見されている。こ
れはオハロⅡ（Ohalo Ⅱ）遺跡の住居址と並び、西
アジアで最古級の住居址である。中期では、幾つかの
炉跡が重なり合い、柱穴が分布する生活面が発見され
た。中期と同定されたのは、様々な幾何学形細石器が
出土し小石刃剥離技術がやや簡略化したからである
が、その年代は他の続旧石器中期の石器群よりも
1000 年以上古い。また、幾何学形細石器の形態が非
常に多様であり、ジオメトリック・ケバランやムシャ
ビアンという従来から知られる石器インダストリーに
あてはまらないため、「ハラナン」という名称が提案
された（Garrard and Byrd eds. 2013）。さらに様々
な細石器形態は、それを製作した集団の多様性を示す
と解釈されている（Maher et al. 2016; Maher and 
Macdonald 2020）。
　ハラネ IV 遺跡では石器だけでなく、多様な貝殻
ビーズが大量に発見された（参考として同じ続旧石器
中期のトール・ハマル遺跡ムシャビアン層の貝殻ビー
ズを図 9 で示す）。その産地は地中海と紅海の両方で
あり、様々な集団との繋がりや集団の集合を示すとい

われている。集住した人口の食料獲得として、主にコ
ウジョウセンガゼルの狩猟が遺跡の近郊で行われてい
た。動物骨に占めるガゼルの比率は 80-90％で、他の
続旧石器時代の遺跡に比べて高い。ウシなどの大型動
物（高ランク資源）の利用は少ないが、ガゼルの幼獣
の比率が高いわけではないので狩猟圧の影響は大きく
ないと考えられている（Martin et al. 2010, 2016）。
　アズラク盆地で集住が生じた要因の 1 つは水場の広
がりである。更新世の水場は、以前「湖」と言われて
い た が、 そ こ ま で の 水 量 は な く、 河 川 湿 地（in-
stream wetland） や 沼 地（swamp）、 浅 い 池

（shallow pond） 程 度 と 現 在 は 考 え ら れ て い る

図 7　 続旧石器時代前期（カルハン）と中期（ムシャビア
ン）の細石器（トランスヨルダン南部、トール・ハ
マル遺跡出土）。1-5：ムシャビアン、6-9：カルハ
ン。1 は細石器製作の副産物（マイクロビュラン）。
剥離痕と剥離方向を示している

図 8　本稿で言及される続旧石器時代の遺跡
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（Olszewski and Al-Nahar 2016）。ハラネ IV 遺跡の
すぐそばには広い湿地があったことが、カヤツリグサ
科やヨシ属の植物珪酸体や周辺堆積物の調査から示さ
れている（Jones et al. 2016; Ramsey and Rosen 
2016）。また、南レヴァント内陸部は平坦な半乾燥地
帯が広がるのが特徴である。その環境に適応した狩猟
採集民は資源獲得のための移動距離が広かったと思わ
れる。その解析が GIS を用いて行われ、アズラク盆
地における集住は南レヴァント内陸部への適応的特徴
と説明された（Byrd et al. 2016）。
　アズラク盆地のように集住ではない事例としては、
ワディ・ハサ地域の続旧石器時代前期の遺跡群の研究
がある（Al-Nahar and Olszewski 2016; Olszewski 
and Al-Nahar 2016）。これらは小型の岩陰遺跡であ
り、一般的には移動性が高い居住形態と解釈される。
出土動物骨の主体はガゼルであるが、成獣をターゲッ
トにしている。また、小型動物の利用はカメが多く、
そのサイズは大きい（Munro et al. 2016）。これらの
点から、狩猟圧は低かったと推測されている。ワ
ディ・ハサ地域の水場は小規模な河川湿地であり、そ
の環境が人口密度や移動性と関係しているかもしれな
い。また時期的な特徴かもしれない。
　続旧石器時代前期〜中期における装飾品は貝殻ビー
ズが主体で、それ以外の種類は次のナトゥーフィアン

（Natufian）に比べると少ない。しかし、アイン・カ
シーシ南（Ein Qashish South）遺跡において、鳥

（ホオアカトキ）の頭部や様々な幾何学模様などを線
刻した礫 3 点が発見された（Yaroshevich et al. 
2016）。梯子の模様などはナトゥーフィアンにもみら
れる模様といわれている。

2.2．�続旧石器時代後期（Late�Epipaleolithic）：�
1 万 5 千〜1万 1千 5百年前

　続旧石器時代後期を代表する文化がナトゥーフィア
ンである。示準石器は半月形細石器である。二次加工
として両面剥離を用いるヘルワン型は前期ナトゥー
フィアン（15-13.5 kya）の指標で、急角度二次加工
を用いるタイプが後期ナトゥーフィアン（13.5-
11.5 kya）と考えられている。しかし、急角度二次加
工の半月形石器が主体のラケフェット（Raqefet）洞
窟から最近報告された年代（14-13 kya）は、前期ナ
トゥーフィアンと重複するものであった（Barzilai et 
al. 2017）。これと同時期の近隣のエル・ワド洞窟では
ヘルワン型の半月形石器が出土しているため、この地
域では急角度二次加工の半月形細石器が早くから採用
し始められ、ヘルワン型と重複する期間があったと解
釈された。
　この 2 つのタイプの半月形細石器の使用痕が比較さ
れた研究では、どちらも組み合わせ式射的具の刃部と
して用いられ、同様な機能だったといわれている

（Yaroshevich et al. 2013a）。また、組み合わせ式射
的具による傷跡がついたガゼルの骨がエル・ワド遺跡
から報告され、狩猟に用いられた証拠と提案されてい
る（Yeshurun and Yaroshevich 2014）。
　光沢つき鎌刃の出現や製粉具（石臼・石杵）の増加
もナトゥーフィアンの特徴である。鎌刃や製粉具は次
の新石器時代にかけて増加し、穀物栽培の発達と大略
的に関係しているので（ただし慎重な関係づけについ
ては Maeda et al. 2016 と石田 2019 を参照）、ナ
トゥーフィアンでも穀物利用に注目しがちである。し
かしながら、デデリエ（Dederiyeh）洞窟やシュバ
イカ 1（Shubayqa 1）遺跡など近年増加した植物遺
存体の記録を参照すると、ナトゥーフィアンの植物食
料に占めるコムギ、オオムギ、レンズマメ、ヒヨコマ
メ、アマなどの穀物類の比率は低いということが示さ
れた（Arranz-Otaegui et al. 2018b）。それ以外の小
型種子やマメ類、果物類、堅果類、そしてカヤツリグ
サ科の根茎などが幅広く利用されたようである。根茎
とムギ類を混ぜたパン状の食べ物がシュバイカ 1 遺跡
の炉跡から発見されている（Arranz-Otaegui et al. 
2018a）。
　動物利用に関しては、低ランク資源の利用がさらに
増加した（Munro 2009; Stutz et al. 2009; Munro et 
al. 2018）。ガゼルが主な狩猟対象という点は続旧石器
時代前〜中期までに既に認められるが、ナトゥーフィ
アンになるとガゼルの比率がさらに上昇したと共に体
の大きなオスが狙われるようになった。また、6 か月
未満の幼獣の比率も上昇した。小型動物利用の比率も
さらに高くなり、特に魚類や貝類、メクラネズミの増
加が特徴である。

図 9　 続旧石器時代中期（ムシャビアン）の様々な貝殻
ビーズ（トランスヨルダン南部のトール・ハマル遺
跡出土）。主に紅海産だが、6 は地中海産
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　こうした動植物の集約的利用は、人口の増加と定住
化と関係していると考えられている（Yeshurun et 
al. 2014）。続旧石器時代中期までは珍しかった住居遺
構がナトゥーフィアンでは数多くの遺跡でみつかって
おり（図 10）、石壁や柱穴、貯蔵施設、岩盤石臼など
の遺構も増加する。こうした定住環境がイエハツカネ
ズミの増加を促したことが、アイン・マラッハ（Ain 
Mallaha） 遺 跡 な ど の 分 析 に よ っ て 示 さ れ た

（Weissbrod et al. 2017）。また、南レヴァント地中
海性気候帯の「ナトゥーフィアン核地帯」だけでな
く、北レヴァントや内陸部でも前期〜後期ナトゥー
フィアンの遺跡報告が増加している（Bar-Yosef and 
Valla 2013 内の各報告、Ibáñes et al. 2017; Nishiaki 
et al. 2017; Richter 2017）。後期ナトゥーフィアンは
建築物が減り、移動性が高まったと考えられている
が、その例外としてナハル・エンゲヴⅡ（Nahal Ein 
Gev Ⅱ）遺跡では建築遺構が多く、ガゼルの幼獣比
率も高いので、定住性が高かったと報告されている

（Grosman et al. 2016）。
　装身具の増加と多様化もナトゥーフィアンは顕著で
ある。貝殻ビーズや歯牙製ペンダントは上部旧石器時
代からあるが、ガゼルや鳥類の骨を加工して作られた
ビーズやペンダントの増加が特徴的である（Le 
Dosseur and Maréchal 2013）。また、線刻や整形が
施された礫や板石、磨製石器の破片など様々な装飾品
のリストやレビューがある（Major 2013; Edwards 
et al. 2019）。人の顔を表した線刻礫がアイン・マ
ラッハ遺跡やエル・ワド遺跡、ナハル・エンゲヴⅡ遺
跡から発見されている。
　これら装飾品の一部は副葬品として使用されたが、
埋葬儀礼の発達もナトゥーフィアンの特徴である。最
近の発見としては、後期ナトゥーフィアンのヒラゾ
ン・タクチト（Hilazon Tachtit）洞窟（イスラエル
国）がある。ここには 28 人が埋葬されていたが、そ
のうちの 1 人には様々な動物や貝殻、磨製石器、そし
て別人の足の骨が副葬されていた。また、埋葬に伴う
特別な会食が行われたことなどから、シャーマンの墓
だったと解釈されている（Grosman and Munro 
2017）。また、カルメル山域のラケフェット洞窟では
29 人が埋葬されていたが、その中の 4 つの墓では人
骨の下に植物の圧痕と珪酸体が発見された。その植物
にはセージやシソ科、ゴマノハグサ属が含まれるた
め、花や香りを意識して選ばれ、墓に敷かれたと解釈
されている（Nadel et al. 2013）。
　また、ラケフェット洞窟の人骨 6 個体は古代 DNA
研究が行われた（Lazaridis et al. 2016）。それらは、
先土器新石器時代のアイン・ガザル（'Ain Ghazal）
遺跡とモッツァ（Motza）遺跡の人骨 13 個体に遺伝
的に近いことが示された。

3．旧石器時代狩猟採集民の長期的な行動変化
　以上、古い時代から順に最近の研究状況をまとめて
記した。それを踏まえながら、旧石器時代を通した長
期的な人類行動の変化について、道具技術および食料
獲得と居住システムの側面について下記に考察する。

3.1．道具技術の長期的変化
　長い旧石器時代のあいだに人類が進化し、後の人類
ほど脳容積が大きい傾向がある（図 1）。また、ホ
モ・サピエンスは現在まで生存したが、それ以外の人
類は絶滅した。その事実を背景に、旧石器時代の石器
技術の変化を説明しようとする際、新しい石器技術の
登場を、後から登場したという事実だけで「革新」と
評価しがちである。その古典的な例として、「礫石器
→剥片石器→石刃→小石刃・細石刃」という変化の図
式がある。下部旧石器は礫石器が用いられ、オルドワ
ンのチョッパーやアシューリアンのハンドアックスな
どがある。次の剥片石器は中部旧石器に登場し、ル
ヴァロワ方式に代表される。上部旧石器では石刃が登
場し、後にそれが小型化して小石刃・細石刃になると
いう図式である。この考えに基づいて石器の刃部獲得
効率の長期的上昇を示したルロワ・グーラン（Leroi-
Gourhan）（ルロワ・グーラン 1973）の研究は有名
である。
　しかしこの図式が成り立たないことは現在の旧石器
記録から明らかになっている。本稿前編（門脇 2021）
でも示したように、ダウカラ（Dawkara）層群など
から出土した西アジア最古の石器は剥片石器である。
アイン・アル・フィル（Aïn al Fil）遺跡などのオル
ドワン石器群には確かにチョッパーなど礫石器が含ま
れるが、礫石器は石核でもあり、剝離された剥片も用
いられたと広く考えられている。また、石刃製作は上
部旧石器に限られず、下部旧石器時代末期のアムッ

図 10　 続旧石器時代後期（ナトゥーフィアン）の石壁住
居。レヴァント地方北部のデデリエ洞窟内で発見
された（Nishiaki et al. 2017）
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ディアン（Amudian）や中部旧石器時代でも行われ
ていたことは 20 年以上前から知られている（Bar-
Yosef and Kuhn 1999）。本稿前編で示した最近の研
究では、ゲシェル・ベネト・ヤコブ（Gesher Benot 
Ya'aqov）遺跡に代表される中期アシューリアンのハ
ンドアックスやクリーヴァーは大型剥片を素材にして
いるので、二次加工された剥片石器である。しかしそ
の技術は後期アシューリアンに継続せず、礫素材のハ
ンドアックスに戻る。また、中期〜後期アシューリア
ンのハンドアックスの製作や刃部再生ではおそらくソ
フトハンマーが使われていたが、中部旧石器時代にお
いてソフトハンマーの利用は認められない。そして、
LMP の ナ ハ ル・ マ ハ ナ イ ー ム・ ア ウ ト レ ッ ト

（Nahal Mahanayeem Outlet）遺跡では上部旧石器
に特徴と考えられていた頭部調整を伴う石刃製作が行
われていた。同じく LMP のアイン・カシーシ（‘Ein 
Qashish）遺跡ではやはり頭部調整を伴う小石刃製作
も行われていた。しかしこれらの頭部調整技術は次の
IUP に続かない。このように石器技術の長期的変化
は必ずしも一方向に進行しなかったことは明らかなの
で、発展段階論に基づく説明は有効ではないと広く考
えられている。
　旧石器時代の技術に対する現在の説明の枠組みは、
ダーウィン進化論（スペンサー主義ではない）や行動
生態学に基づくものが主体であり、その観点から様々
な行動復元の研究が行われているが、ほとんどの研究
は旧石器時代の一部の時期を対象に行われている。し
かし、旧石器時代を通した長期的な技術変遷に対する
展望が最近 S. L. クーン（Kuhn 2020）によってまと
められた。そこでは、道具技術（石器以外に骨角器や
装飾品も含む）に関する 6 つの側面について通時変遷
がまとめられている。6 つの側面とは、1）着柄や組
み合わせ、2）石材利用、3）道具による情報伝達、4）
形態や製作技術のデザイン、5）石器群内と石器群間
の多様性、6）道具や製作技術の複雑性、である。
　6 つそれぞれの側面に関する記録が通時的に解説さ
れ、長期的な過程や画期が最後にまとめられている

（Kuhn 2020）。それを見ると、長期的な傾向が幾つか
認められる。例えば、本稿前編（門脇 2021）の表
1-2 と本稿後編の表 1 にもまとめているように、石器
の着柄や組み合わせについては、後の時代ほど発達す
る傾向がある。下部旧石器のオルドワンやアシューリ
アンには着柄の証拠は見当たらなく、西アジアでは下
部旧石器時代末のアシューロヤブルディアン複合

（Acheulo-Yabrudian Complex、略して AYC）の
石器も基本的に手持ち利用が想定されたデザインであ
る。しかし、中部旧石器時代になると狩猟用尖頭器が
出現し、着柄痕も認められている。LMP ではアス
ファルトを用いた着柄痕も発見された（Boëda et al. 

2008）。その後、EUP 以降に小石刃が大量生産される
ようになり、小石刃を素材にした細石器が続旧石器に
増加した。この変化は、幾つかの小石刃や細石器を着
柄した組み合わせ道具（特に狩猟用射的具）の発達だ
と 考 え ら れ て い る（Belfer-Cohen and Goring-
Morris 2002; Yaroshevich et al. 2010, 2013a, 
2013b）。続旧石器時代では骨製の柄の出土例が幾つか
ある（Hardy-Smith and Edwards 2004; Major 2013）。
　長期的な一方向の変化が見られるもう 1 つの例は、
道具による情報伝達である。かつてハンドアックスの
対称性や大きなサイズは製作者の社会的アピールだっ
たと提案されたが（Kohn and Mithen 1999）、この
説は現在あまり受け入れられていない。西アジアでは
アシューリアンのベレハト・ラム（Berekhat Ram）
遺跡において人の形を模したかもしれない線刻礫が見
つかっているが、類例は増えていない（解説は門脇 
2013a）。より明確な証拠は、西アジアの場合、中部
旧石器時代中期（Middle Middle Paleolithic、略し
て MMP）における顔料と貝殻ビーズに始まる（門脇 
2021: 表 2）。その後、LMP では一時停滞するが、
IUP 以降は貝殻ビーズが増加し、遠距離流通するよ
うになった。また、EUP から続旧石器時代にかけて
装飾品の素材が歯牙や骨、石に広がり、形態や模様も
多様になった。また、埋葬が MMP に初めて現れる
が、続旧石器時代中期〜後期には様々な副葬品（装身
具や動物、花など）が添えられるようになった。

3.2．食料獲得と居住行動の長期的変化
　道具技術を行動生態学の観点から理解するために
は、食料獲得や居住行動に関する短期的・長期的変化
のプロセスを把握することが重要である。西アジアの
場合は、新石器時代において農耕牧畜が発達し定住村
落が出現したので、その直前の続旧石器時代後期（ナ
トゥーフィアン）における食料多様化革命（broad 
spectrum revolution）や定住化について以前から注
目 さ れ て い る（ 邦 文 概 説 と し て 西 秋 1997; 門 脇 
2013b）。しかし本稿で幾つか紹介したように、さら
に前の時代における食料獲得や居住行動の長期的変化
が次第に明らかになってきた（門脇 2021: 表 1-2; 本
稿の表 1 の「居住行動」と「食料獲得」の項目を参
照）。
　食料獲得については動物資源に関する情報にほぼ限
られてしまうが、その大まかな流れは次のようにな
る。まず下部旧石器時代の長い間、人類はスカベンジ
ング（屍肉あさり）によって動物食料を得ていた。し
かし 400 kya 頃になると、獲物への有利なアクセス

（狩猟？）によって高ランクの（一頭あたりの肉量が
多い）獲物を得られるようになった。その後、中部旧
石器時代前期〜中期では尖頭器を用いて狩猟が行わ
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れ、ダマジカやガゼルの成獣およびオーロクスなど高
ランクの獲物が得られていた。しかし、中部旧石器時
代後期になると、遺跡周辺の動物資源への狩猟圧が顕
在化し、ガゼルなどの小型有蹄類やその幼獣といった
低ランク資源の利用が増加した（門脇 2021: 図 9）。
この傾向は上部旧石器時代以降にも継続し、捕獲され
る小型動物の種類や比率が増加した。こうした低ラン
ク資源の利用拡大は、人口と動物資源の不均衡への対
応として進行した長期プロセスである。その延長線上
に続旧石器時代後期（ナトゥーフィアン）における食
料多様化（一定地域からの食料資源の集約的利用）
や、新石器時代の動植物ドメスティケーションが位置
づけられるといわれている（Munro et al. 2018）。
　しかしながら、この長期的変化を示す動物骨資料の
ほとんどはカルメル山やガリレー地方といった地中海
性森林帯のものである。一方、トランスヨルダンのア
ズラク盆地の遺跡群では、新石器時代になるまで狩猟
圧 の 影 響 は 顕 在 化 し な か っ た と 言 わ れ て い る

（Martin et al. 2016）。新石器時代の遺跡では、オー
ロクスやウマ属といった中〜大型有蹄類が減少し、ガ
ゼルの幼獣の比率が上がり、小型動物の利用が増え
る。しかし、それ以前の上部旧石器時代後期から続旧
石器時代後期まではオーロクスやウマ属の比率や小型
動物利用の変化が一方向ではなく、遺跡の立地や気候
変動の影響を受けたと解釈されている。アズラク盆地
では地中海性森林帯ほど人口が多くなく、また定住的
でなかったために、周辺環境への人為影響が低かった
と考えられている。
　居住行動については、オルドワンからアシューリア
ンの約 2 百万年間は主に湖や泉、河川といった水場の
すぐ近くが活動拠点であった。後期アシューリアンに
なると洞窟利用が若干増加するが、拠点キャンプとし
ての洞窟利用が広まるのは AYC 期になってからであ
る。その頃、洞窟・岩陰内で火が用いられる頻度も増
加した。洞窟や岩陰に拠点キャンプを設ける居住形態
は、中部旧石器時代以降も継続した。しかし一方向的
に居住強度が増加して定住化に向かったのではなく、
時期や地域によって移動性が変動した。例えば、
EMP や IUP の遺跡は居住強度が低い傾向がある一
方、MMP-LMP の洞窟遺跡は居住強度が上昇した。
EUP については、地中海沿岸域において居住強度が
増加した遺跡があるが、内陸乾燥域では移動性が高
かったと考えられている（Richter et al. 2020）。し
かし、続旧石器時代中期になると、南レヴァント内陸
部において比較的大規模な水場の近くに集合キャンプ
が設けられるようになった。そして次のナトゥーフィ
アン前期になると数多くの遺跡で住居遺構が築かれる
ようになった。こうした記録に基づくと、居住行動は
動物利用ほど明確な長期トレンドが明らかではない。

居住システムに関する記録が不足していることが要因
の 1 つかもしれないが、少なくとも前期ナトゥーフィ
アンの定住化は直前の続旧石器中期に比べても明確な
違いがある。

3.3．人類進化との関わりについて
　人類進化が大きく展開した旧石器時代の考古記録を
説明する上で、ヒトの生物学的属性（認知能力や成長
過程など）と自然・社会環境のどちらの影響が大きい
かという問題がある（邦文解説として西秋 2014）。こ
の問題意識から旧石器時代全体を俯瞰してみると（図
1）、人類進化の一側面として脳容積の拡大が顕著に進
行したのはオルドワンからアシューリアンにかけてで
ある。AYC 頃の人類の脳容積は、現生人類のものと
大きく重複している。そして中部旧石器時代のネアン
デルタール人の脳容積が現生人類とほぼ変わらないの
は広く知られている。両集団のあいだで認知的流動性
や作業記憶、脳機能などが違う可能性が指摘されてい
るが（Kochiyama et al. 2018 など）、それ以前の人
類に比べるとホモ・サピエンスとの差は小さいと考え
られる。その一方、本稿で概説したように、考古記録
に示される技術や行動の変化の規模は、オルドワンか
らアシューリアンの時期よりも AYC 期以降の方が明
らかに大きい。これを踏まえると、AYC 期以降の行
動変化には自然・社会環境の方が大きな影響を与えて
いると考えられる。
　AYC 期以降で行動変化が大きいのは、人類の認知
能力が高まり、文化の蓄積が進行したとも説明でき
る。しかしこの場合、比較対象は AYC 期以前の人類

（初期ホモ属〜ホモ・エレクトス）とそれ以後の人類
（ネアンデルタール人とホモ・サピエンス）である。
西アジアの中部旧石器時代にはネアンデルタール人と
ホモ・サピエンスがいたが、両者の行動の違いは微妙
であり、明確な区分は難しい（門脇 2016）。さらに両
者の交雑を示す遺伝学的証拠が増加している（ペーボ 
2015; ライク 2018; 高畑 2020）。したがって、AYC 期
以降（特に中部旧石器時代以降）において生じた行動
変化の説明は、まず自然や社会環境に求めるのが合理
的かと思われる。
　それでもなおネアンデルタール人系統は人骨形態や
遺伝学的にホモ・サピエンスと区別されており、その
特徴の頻度や比率が極度に減少したのは事実である。
両者の命運が分かれた理由が生物学的属性にあること
を証明するには、当時の自然・社会環境の下で生じた
技術や行動の重要な変化を明らかにし、それに関連す
る生物学的属性が何であったかを特定する必要があ
る。そして、その生物学的属性がネアンデルタール人
とホモ・サピエンスのあいだで異なっていた証拠が人
骨形態や DNA から示される必要がある。
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　例えをあげると、新石器時代以降にウシやヤギなど
の家畜の飼育が始まり、そのミルクが食料になると、
乳糖耐性が大人になっても保持される個体が幾つかの
地域を中心として増加した（Odling-Smee et al. 
2007）。また、西アフリカにおいてヤムイモやキャッ
サバ栽培が始まると、耕作地に伴う停滞水がマラリア
を媒介する蚊の繁殖を招いた。それが当地の農耕民の
間に新たな選択圧を生じさせ、マラリアに対する抵抗
性を有する鎌状赤血球の頻度を高めた。このように、
人類活動の新たな展開が人類の生物学的属性に影響を
与えるプロセスは現代に限られず過去にもあったと考
えられる。
　西アジアの旧石器時代の集団では、ホモ・サピエン
スとネアンデルタール人の違いは連続的だったという
考 え が 従 来 か ら あ る が（Arensburg and Belfer-
Cohen 1997）、その考えは現在、両者の交雑を示す
遺伝学的証拠にサポートされて広まっているようであ
る（Dennell 2020: 212）。そうした状況下における

「ネアンデルタール人絶滅」とは、孤立した集団の消
滅というよりも、生活や行動の変化が環境要因とな
り、西アジア旧石器集団全体の中でネアンデルタール
由来の遺伝子が徐々に淘汰されるプロセスだったかも
しれない（long-term biocultural effect: Stutz 
2020）。具体的にどのような生活や行動の変化が重要
だったのかは、これからの旧石器考古学が取り組むべ
き課題の 1 つといえるだろう。

3.4．気候変動との関わりについて
　人類行動に与える気候や環境の影響についての議論
は多いが、その関係を実証するのは難しい。例えば図
1 の海洋酸素同位体変動をみると、長期的に寒冷化が
進行すると当時に、氷期・間氷期のあいだの振幅が大
きくなってきたことが分かる。しかし、この傾向が門
脇 2021 の表 1-2 と本稿の表 1 に示される人類行動の
長期トレンドにどのような影響を与えたかを説明する
のは難しい。その理由の 1 つは、この記録は世界各地
の記録の集合であり、西アジア地域の人々が経験した
気候変動を反映しているとは限らないからである。
　したがって古代の人類活動に影響を与えた気候に関
する研究は、対象とする遺跡になるべく近いローカル
な記録が調べられるように進展してきている。例え
ば、レヴァント地方では 75 kya と 45 kya に乾燥化が
生じ、その時にいた集団（それぞれホモ・サピエンス
とネアンデルタール人）が人口を減らしたといわれて
きた（Shea 2008）。この時に参照された古気候デー
タは、主に東地中海の海底堆積物や沿岸域の鍾乳石な
どから得られたものである。しかし最近は、ネゲヴ砂
漠の鍾乳石や死海の水面変動および花粉記録が蓄積
し、内陸乾燥域も含めた古気候データが蓄積してきた

（Bar-Matthews et al. 2017; Torfsterin and Enzel 
2017; Miebach et al. 2019）。
　その結果明らかになったのは、60-15 kya のあいだ
気温が低下し降水量が減ったためレヴァント海岸部で
は森林が後退したが、蒸発量が減ったためリサン湖

（更新世の死海）の水位は上昇し、トランスヨルダン
地域ではステップが拡大したということである

（Richter et al. 2020）。本稿で紹介したように、トラ
ンスヨルダンのアズラク盆地やワディ・ハサ地域で
は、続旧石器時代の遺跡が水場の近隣に立地してお
り、その動植物が有効に利用されていたことが明らか
になってきた。筆者が調査する南ヨルダンのカルハ山

（Jebel Qalkha）地域でも、湿潤化したといわれる時
期に対応する遺跡（中部旧石器後期、上部旧石器、続
旧 石 器 ） が 数 多 く 残 さ れ て い る（Henry 1995; 
Kadowaki and Henry 2019）。ただ、その間にも寒
暖乾湿の変動はあった。死海のデータによると、その
変動は比較的小さいかもしれないが、研究対象とする
遺跡への影響をより正確に考察するには、より直近の
古環境データを得る必要がある。

4．まとめ
　本稿と前編（門脇 2021）ではレヴァント地方を中
心に旧石器時代の考古記録について、最近 10 年間ほ
どの研究動向を記述した。その後に本稿では、道具技
術および食料獲得と居住行動の長期的変遷についてま
とめた。幾つかの側面については、発達とよべるよう
な短期的・長期的な変化がある。例えば着柄技術や情
報伝達という側面では、技術を適用する素材や目的の
幅が広がり、より複雑で多様な道具が製作されるよう
になった傾向が長期的に認められる。
　しかし重要なのは、この一方向的な変化を一般化し
て他の道具や行動全般にも先験的に適用しないことで
ある。複雑化し手が込んだ技術が用いられるというこ
とは、それだけの時間や労力が費やされるということ
を意味する。例えは、細石器が用いられるためには、
それに適した素材や製作技術を用い、着柄の準備もす
る必要がある。細石器がなくても人類は数百万年もの
あいだ生存することができた。旧石器時代を通した長
期的観点からは、なぜ道具作りのために高い労力と時
間の投資をしなければならなかったのか、という疑問
が生じる。このように、各時代各地域で採用された技
術や行動を「より以前の時代からの発達」と安易に発
展図式に当てはめるのではなく、その時その場所の自
然環境（気候や食料資源、石材資源など）や社会環境

（人口密度や集団間交流など）、ヒトの生物学的属性
（認知的、生理学的）とどのように関わって展開して
いたかという説明が追及されるべきだと思われる。こ
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の観点は後の時代の行動変化の説明に対してもあては
まると考えられる。
　先述したように、一方向に変化しない技術や行動が
たくさんある。それも含めて行動生態学的な観点から
考察することによって、旧石器時代の人々の技術と行
動について、小進化や大進化のように複数の異なる時
間スケールで理解・説明できるようになるのではない
か。西アジアの旧石器時代は、その試みを進めるのに
必要なデータが長期間にわたって豊富にそろってお
り、しかも新石器時代における農耕牧畜への展開との
関連も議論できる。その点で、長期的人類史の研究に
おいて比類のない重要性を持っているといえるだろう。
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